







として人間形成の仕上げをする た め本学に入学され， また
大学院研究 科および専攻科入学の諸君は大学教育を一応終
了した が． 更に進んで専門とする 学問に専心し， 立派な研
究指導者た らんとする 諸君であります。 すべての諸君にと
って 大学は高校時代と異なリ， 知識を拡げる だけでなく各
自がそれぞれ 授業を選択し希望する 専門分野の研究をして
l 将来いかにして得た 知識を活用する かその方法まで体得す
る 場 であります。 覚悟をあらた にして勉学していた だきた
いものです。
本学は戦後の学制改革で旧制富山高校， 富山薬専， 高岡
工専， 富山師範， 富山青年師範などを母体として， 昭和24
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サークルもあって活動している のですが， 大学発展のた め
前記建築が完成する までは幾多の不自 由をしのんでいた だ
きた いものと思、っております。
この体育会の各部ある いは文化系サークルの多数の中か
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する 省令の一部を改正する 省令（同13) 4・ 1
0国立大学の学科及び課程並びに講座及び学科
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9 - 6 )  5・ 4
0俸給の特別調整額の一部を改正する 規則
（同 9-17) 5・ 4
0 日 本 学 術会議会員選挙規則 の一部を改正する
規則（日本 学術会議1) 5・ 6
0初任給ー 昇格、 昇給等の基準の一部を改正す




の課程として認定した件（文部52) 5 ・ 6I 富山大学学則の一部を改正する学則
0文部省共済組合運営規則の一部を改正する 件 ｜ 富山大学学目lj （昭和25年1月20 日 制定） の一部を次のよ







正する 規則（同1 - 4 ) 5・15
0俸給表の適用範囲の一部を改正する 規則
（同 9 2 ) 5・15
0 俸給の調整額のー官Eを改正する 規則（同 9←6 ) 5 ・15
0俸給等の支給の一昔日を改正する 規則（同9一7 ) 5・15
0職員の国際機関等への派遣の一部を改正する
規則（同1 8- 0) 5・15
訓 令
0国立大学の事務局等の部及び課に関する 訓令
の一部を改正する 訓令（文部 9 ) 4・ 1
0国立大学の附属図書館に置く分館を定める 訓
令の一部を改正する 訓令（同10) 4・ 1
o国立学校等の職員の休憩時 間 及び休息時 間 に
関する 規程の一部を改正する 訓令（同12) 4・ 3
0文部省所管旅費規則の一部を改正する 訓令
（同13) 4・11
0文部省定員細則の一部を改正する 訓令（同15) 5・ 1














する 訓令（同31) 5 ・27
ホ比国
0教員の免許状 授与の所要資格を得させる た め









富山大学固有財 産取扱規則 （昭和33年3月 7 日 制定） の
一部を次のように改正する 。
別表中， 事務局およぴ学生部の欄を次のように改める 。





ル， 本 部附属家 休










宿舎 （土地， 立木竹｜ 主管課長また ｜ 係長またはこ’ ｜ は主管課長補 ｜ れに準ずる も建物， 工作物） ｜ 佐 ｜ の
黒 田講堂， 学生食堂 ｜ 主管課長また
学 ｜ および購売部， 課外 l は運営に関す
活動用部室， 硬式庭 ｜ る 事務を担当












第 5 条の次に次の 1条を加える 。































業料の額は， 第31条， 第62条， 第66条第l項および第67
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気 工 学 科
業 化 学 科
金 属 工 学 科
機 械 工 学 科
生産機械工学 科
化 学 工 学 科



































気 工 学 科
業 化 学 科
金 属 工 学 科
機 械 工 学 科
生産機械工学 科
化 学 工 学 科














































小 学校教員養成課程 ・ 中学 校教員養成課程 ・ 養 護学 校


























美術理 論 ・美術 史
体育実技
生理学 及 び 衛生学
学 校保健












































































































































富山大 学薬 学部規則 の一部 を 改正す る 規制 を 次のと お り
制定す る 。
昭和47年 5月19 日
富 山 大 学長 後藤 秀弘
富山大学薬学部規則の一部を改正する規則




第 1章の章名を削り， 第 1 条の前に次の見出しを加える。
（学科・授業科目・履修方法）
第2条を削り， 第3 条を第2条とし， 同条第2項を次の
ように改め， 同条第3項を削る。
2 一般教育課程の授業科目の履修期間は前 3学期， 専門
教育課程の授業科目の履修期間は後 5学期を原 則とする。
第 4 条， 第 5 条， 第2章の章名および第6 条を削り， 第
2条の次に次の 2条を加える。


















方法は， 別に定めると ころによる。 ｜ 科目・単位数」に改め，
3 専門教育課程の履修すべき授業科目および単位数 は， ｜「 一般教育科目， 外国語科目及び保健体育科目
別表のと お りと する。
第4条 教育上必要あるときは 所定の授業科目以外の講
義または実習を行な うこと ができる。

















第12条 本学部 各学科に おいて定員等に余裕がある場合は，
学部教授会において選考の上， 本学部への転音II， 本学部











列 単位数 備 考
人 文 科 学 系 列I 12以上I 3 科目以上
社会 科 学 系 列I 12以上I 3 科目以上
般l
教育科目



















薬 学 科 必修 科目 62単位・選択科目 25竿位以上





｜＠ ｜ ＠ （ 特別研究 I 1 i 」
「
｜ ＠ ！ ＠ ｜ 卒業研究 i 10 I ｜ に改める。」
附 則
1 この規則は， 昭和47年5月19日から施行し， 昭和47年
4月l日 から適用する。
2 昭和46年度以前に 入学した者については， 第7 条の規




































































人 事 異 動
現 g 戦 氏 名 異 動 内 合－－・ 発令年月日 発 令 者
稲 積 包 昭 講師（文理 学部）に採用する 47. 4 . 1 富山大学長
鈴 木 範 男 助手（ II II II II 
水 野 透 II II II II 
東 川 和 夫 II II II II 
金 森 寛 II 、／ II II II 
-8一
昭和47年 4 月 . 5 月 号
議 師
（ 文 理 学 部 ）
B力 教 授










音｜； ） （教 養
助 教 f受
II 
文 部 事 務 官







（ 新 潟 大 学 教 育 学 部 ）
助 教 t受
（ 教 養 音［＼ ）
文 部 事 務 官
（経理 部 主 計 課長 ）




文 部 事 務
長
官
） （経 済学 部 事 務
文 部 事 務 官
部 ）（ 教 育 学
教 授
（ 薬 寸戸主ι一 部 ）
教 授
（ 教 養 部 ）
笹 山 雄 一
鳴 橋 直 弘




竹 川 慎 吾
柏 木 寛
森 田 名i幸子
小 島 政 明
山 淵 龍 夫
宮 腰 F歪
桑 原 道 夫
奥 原 子,,..,.._ 
吉 井 ＝ 夫
西 国 良 正
亀 田 速 穂
安 田 祐 介
小 沢 慎一 郎
竹 内 茂 禰
市 村 昭 二
小 林 信 之




泉 野 佐 一
飯 森 米 蔵
山 本 篤 司
大 木 平 吾
鈴 木 孝 雄
奥 井 三 郎
高 崎 j青
山 崎 高 感
白 井 芳 朗
品比号ー 報 第 143号
助手 （文理学部 ） に 採用 す る 47. 4 . 1 富山 大学長
II II ” II 
II If II If 
助 教授 （教育学部 ） If ” 文 部 大 臣
講師 （教育学部） II II 富山 大学長
助手 （ II II II ” 
II （経済学 部 ） ” II If 
（ 薬学 部 ） ” If If 
文部技官 （ II II If II 
講師 （工学 部 ） ” II II 
助手 （ II II If II 
II II II II 
II II II ，， 
講師 （教養部） ” II II 
II II II ，， 
教育 学部附属 中 学校教諭 に 採用 す る II ” 
経営短期大 学部助手 ” ” 富 山大 学経営
短期大学部学長
助教授 （ 文理学部） に 昇任 さ せ る II 文 部 大 臣
教授 （教育学部 ） II II II 
講師 （ II II II 富 山 大学長
教授（工学 部 ） II t’ 文 部 大 臣
助教授 （ II II II II 
講師 （ 1’ II II 富 山 大学長
教授 （教養部） II II 文 部 大 臣
教授 （ II II II II 
経済学部事務長 II II ，， 
講師 （教育学部）に転任 さ せ る II 富 山 大学長
助教授 （教養部 ） に 配置換す る II 文 部 大 臣
愛 媛 大学助教授教養部 II II II 
東 京学芸大 学経理部主計課長 II II II 
経理部主計課長 II II II 
長 野工業高等 専 門 学校会計課長 II II II 
中 部管 区行政監察局 に 出 向 さ せ る II 富 山 大学長
富 山 大 学薬学部長 に併任 す る
富 山 大学評議員 に 併任す る II 文 部 大 臣
（併任 の 期間47.4.1～49.3.31)
富 山大学教養部長 に併任す る
富 山 大学評議員 に併任 す る II 11 

















部 事 務 管
（併任の期間47.4.1-48 .5.31)




能当 補 佐 員 吉 野 光 雄 施設課汽かん士に併任する（教 学音IS汽かん士） （任期47.4.10まで） ” II 
文 部 事 務 官 佐 藤 忠、 作 警務員長を命ずる（経 理 部 主 計 課）
II II 
II 
（経 理 部 経 理 課） 大 坪 力 蔵 作業員長を免ずる II 
II 
大 橋 明 美 事務補佐員（庶務部庶務課）に採用する 47. 4 .11 II 
中 村 由美子 II （工学部） II ” II 
� 回 光 則 fl （教養部） II II II 
中 田 幸 子 II fl II 47 .4 .1 3 II 
清 回 博 子 ，， （庶務部庶務課） II 47 .4 .14 II 
j度 i全 信 雄 II （文 理学部） II II II 
越 光 子 文部技官（薬学部） II 47 . 5 . 1 II 
岡 山 均 事務補佐員（学生課） II II II 
飯 回 悪 子 II （薬学部） ’E II II 
平 石 朋 子 II （工学部） I I  I I  I I  
掛 山 政 規
II （附属図書館） II II II 






長） 成 瀬 正 夫 字生課課長補佐（経理音JI主計 II II II 
II 
（学 生 課 教 務 係長） 野 村 信 生 工学部事務長補佐 ’1 II II 
fl 
（経 i斉 ρ寸品血」． 部） 長 沢 義 男 経済学部学務係長
II II  富山大学長
II 平 岡 幸 一（学生課学生会館係長） 庶務部庶務課庶務係長に配置換する II II 
II 
（庶務部庶務課学事調査係長） 藤 田 信 二
II 文 書係長 fl ” II 
II 
（庶務部人事課職員係長） 泉 三 郎
II 学事調査係長H II II 
” 草 島 幸 雄（附属図書館総務係長） 庶務部人事課職員 係長 II II II 
II 
（経理部経理言明度係長） 早 崎 寛 威 経理部主計課総務係長 ” II ” 
II 
（庶務音防務課庶務係長） ）｜｜ 原 富 雄 /I 管財係長 II /I II 
II 高 木 行 P,lj（工学 部 会計係 長） 経理部経理課用度係長 fl II ” 
” 
（経済学部学 務 係長） 西 尾 武 学生課教務係長 fl II II 
II 
（庶務部庶務課文 書係長） 伊 東 与三次 教育学部庶務係長 II II II 
II 
（経理部主計課管財係長） 森 慶 二 工学部会計係長 II II II 
II 
（教育学 部 庶 務 係長） 塩 谷 孝 雄 附属図書館薬学専門図書室係長 II II ’f 
II 高 邑 欣 市（学 生 課） 文 理学部に配置換する II II 
nu 噌EA
昭和47年4月. 5月号 品.... 号与 報 第143号
文 部 事 務 官 河 上 孝 教育 学部に配置換す・る（薬 学 部） 47 . 5 . 1 富山大学長
II 
（工 戸「比 部） 坂 東 康 子
II II II 
II 
（教 育 $ 部） 加賀見 実 工学部
II II II 
II 
（附 属 図 書 館） 松 島 倶 子
II II II II 
II 
（教 育 学 部） 梶 原 和 枝 附属図書館
II II II 
II 
（富山醐高等専門報庶務課庶務係長）
宮 越 一 男
学生課学生会館係長に転 任させる II II 
II 
（富山繭縞等専門学校会計翻刻；禄）
結 城 進 附属図書館総務係長 II II II 
II 
（経 営 短 期 大 学部） 岡 山 一 雄 楽学部に転任させる II II 
II 
（薬 学 昔日） 網 谷 与志男 経営短期大学部に出向させる
II II 
” 
（文 理 学 部） 平 野 茂 良 富山商船高等専門学校に出向させる
II II 
II 
（工 戸寸旦一． 部） 山 岸 長 幸
II II II 
II 附属図書館薬学専門図書室係長の併任を解





） 鈴 木 和 子（薬 学 辞職を承認する 47. 4 .30 
II 
臨 時 用 務 員 渡 茂 一 昭和47年4月10日 限り退職した（教 育 学 部 作業 員） 47.4.
11 ” 
II 
’f 目 盛 一 枝 II II II 
文 部 事 務 官 平 野 茂 良 学務係学生主任を免ずる（文 理 学 部） 47. 5 . 1 II 
II 
（経 I斉 ，ー士 出ー 部） 長 沢 義 男
II II II 
II 
（工 寸＝一 部） 山 岸 長 幸 会員十係用度 主 任を免ずる
II II 
学 内 諸 報
文理学部長の改選
昭和17年2月 立命館大学教授
1 9年6月 高岡工 業専門学校教授
高瀬重雄文理学部長の任期が昭和47年6月19日に満了す 24年6月 富山大学教授文理学部
る ことに伴い ， 文 理学部教授会は 5月1 0日次期文理学部長 8月 富山大学附属図書館長， 富山大学学生部
候補者の選挙を行ない， 投票により， 高瀬重雄教授を再選 長
した。 32年9月 富山大学文理学部長 （38年8月まで連続
高瀬教授の文理学部長併任は 通算6期， 略歴は次のとお 3期）
りである 。 37年3月 文学博士
昭和 7 年3月 京都帝国大学文学部史学科卒業 40年9月 富山大学文理学部長 （42年8月まで）
8 年4月 立命館中学校教諭 45年6月 富山大学文理学部長 （再選）
13年9月 立命館大学専門部教授 47年6月 II ( II ) 
海外渡航者
氏 名 所 属 官 職 渡航の種類 渡 航先国 目 自ワ 期 間
ドイツ連邦共和国 －国際原子力 機関主催「生命科学の分野に
ユーゴスラヴィア おける 核放射化分析の技術に関する シン 47 . 4 . 7 
堀 令司 文理学部 助 教 授 外国出張 フ フ ン ス ポジウム」 出席モ ナ コ
連 l口入 王 国 ・ヨーロ ッパの生物学分野の原子力 研究機 47 . 4 .22 
オ フ ン タ 聞の視察
市よ14 
昭和47年4月・ 5月号 A号比一 報 第143号
永年勤続者表彰 0勤続20年庶務 部 大場 文子
本 学永年勤続 者表彰式は， 5月31日午前10時から本 部会 II 高安 芳枝
議室において挙行きれ， 次の 勤続 35年4 名， 勤続20年11名 施設課 沖 健松
の 職員に対し 学長からそれぞれ表彰状ならびに記念品が贈 文 理学部 平 田 純
呈された 。 II 鏑木 隆二
0勤続35年 教育学部 永森 俊夫
教育学部 林 勝次 薬 学 部 吉崎 正雄
II 酒井 康彦 工学部 森棟 隆弘
工 学 部 北角 正雄 II 野村 信生
経営短期大学部 水井 謹作 II 森 慶二
II 南 立作
昭 和 47 年 度永 年 勤 続 者 表 彰 式
文部省人事事務監査 学内レクリエーション
文部省による 人事事務監査は， 4月13・14日 の 2日 にわ
た り本 部会議室で実施された 。
監査は， 主に昭和43年度以降 の任用事務関係について文
部省大臣官房 人事課任用斑任用第四係長篠 田 幸 雄， 同福祉
班恩給係長松永新， 同任用班第三係水谷肇 の 3監査官によ
り1Tなわれた 。
砂排球大会
日 時 5月27日 （土） 午後l 時～ 5 時
場所 新体育館
入賞 優勝 文 理 ・教養 （A） チーム








私た ち文部省関係の 参列者は， 国立劇場に集合した 。 受 である のを見て， テープコーダ をー持参しなかった ことを
付で渡された プログラム に， 式典で演奏される曲目が載せ 悔いた 。 私が乗るパスは15号車と指定され， 胸につける賞
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た 。自 の リ ボ ン で 区 分 さ れ た 。 午 前 9 時20分， 各 省庁 の 専 用 ノ 〈
ス が 陸 続 と し て 式 場 の 日 本 武道館へ進行す る 。 沿 道 の と
こ ろ ど こ ろ に 機動隊 員 が立哨 し て い る 。 私 は 若 い 隊 員 の 姿
に ， 戦国時代 の 若武者 の 面影 が偲 ばれ て ， 言 い表 わ せ な い
感慨 に 浸 っ た 。 北 の 丸公 閣 の 入 口 は さ ら に 厳重 な 響戒ぷ り
だ っ た 。 本 来 な ら ば和 や か で喜 び が い っ ぱ い で あ る べ き 式
典 が， こ の よ う な 厳戒 と 緊張の な か で行 な わ れ ね ば る ら ぬ
こ と は ， や は り た だ な ら ぬ こ と で あ り ， そ れ だ け 沖縄復帰
の 意義 と 値打 ち は 大 き い の で あ ろ う 。
文 部 省 の 席 は 3 階 で あ っ た 。 右 に は 大 蔵 省， 郵政省 な ど
の 席 がつ ず さ ， 左 は 沖縄関 係 の 席 で あ っ た 。 ボ ー イ ス カ ウ
卜 ， ガ ー ル ス カ ウ ト の 服装 を し た 少年 た ち の 座 席 が， 3 階
の 左 側 に 占 め ら れ た 。 陸上 自 衛隊 中央音楽隊 の 演奏席 は 2
階 の 左端 に あ て ら れ て い る 。 沖 縄 の 海 と 空 を 思 わ せ る 紺青
の パ ッ ク ， 純 白 と 真紅 の 配色 は 日 の 丸 の 国旗 を 表徴 し た の
で あ ろ う か。 金 色 の 界風 を 思 わ せ る I苔の と部 に ， 「沖縄復帰
記 念 式典」 の 8 文字が浮 き 彫 り に さ れ て い る 。 潔 自 の 中 に
熱情 が様 る 感 じ の ス テ ー ジ で あ る 。 私 の ！常 は ス テ ー ジ か ら
は 遠 い が， 両 陛下 の 御 崎 に 真正 面 で あ る こ と が う れ し か っ
た 。
10時近 〈 ， 地 階 の 入場 が繁 く な っ た 。 国 会議 員 ， 外国 の
使 臣 ， 皇族方 の 着 席 ご と に ， カ メ ラ マ ン が右往左往 し て フ
ラ ッ シ ュ が光 る 。 ス テ ー ジ の 友 1WJ に 船 回 衆院， 河野参院議
長 と 石 間 最高裁長 官 が着 席 さ れ た 。 ア グ ニ ュ ー 米副大統領
どん い
が参列者 の 拍 手 に 迎 え ら れ て 着 席 さ れ る 。 10時10分， 団伊
玖磨作 曲 「4兄典行進曲」 が演奏 さ れ， つ ず いi て 沖縄出 身 金
井喜久子作 曲 の 「序 曲 『 飛期 （ は ば た き ）』 」 が演奏 さ れ た 。
変化の あ る 形 式 で表J.Jl も 繊細 な 音楽 で あ っ た。 も う す こ し
沖縄独特 の 旋律！惑が， 力 強 く 大 胆 に 表現 さ れ れ ば と も 忠 わ
れ た 。 10Ui}25分， 両陛下 の 武道館fitll着 が ア ナ ウ ン ス さ れ た 。
ざ わ め い て い た 式場 がーII舜 に 静 か に な っ た 。 私 は 沖 縄 の 女
流歌 人 「恩納 （ お ん ら ） な べ」 が， 万雌毛 （ ま ん ざ も う ）で詠
ん だ
な み ぬ く い ん と う ま り
か ぜ ぬ く い ん と う ま り
し ゅ り て 、 、 ん か な し
み ゅ ん ち う が ま
「J皮 の 声 も 止 ま れ ， 風 の 声 も と ま れ ， 首 里 天 か な し ， 御機
嫌拝 も う 」 の 古琉歌 と そ の 歌意 を ， 胸 の 奥 で直観的 に 復 調
し た 。 「首里玉城 か ら お 迎 え す る ， 親愛 な る 私 た ち の 王 者 の ，
日青 々 し い 尊顔 を jfiJ ご う 」 の 素朴 な 衷情 が， 私 の 胸 に 切 実 な
共感 と し て叢っ て き た 。 10時27分， へ ン テ ル の 「水上 の 音
楽」 主題演奏 と と も に ， 佐 藤総理の 先導 に よ り 両陛下 が 入
場 さ れ ， ス テ ー ジ 中 央 の座席 に 街l着 き に な っ た 。 10時30分，
過去， 現在， 未 米 を つ な ぐ歴 史 的な一瞬 であ る 。 私 は 万感胸
に せ ま リ ， め ど が つ ま っ て 「 君 が代」 の 合唱 が で き な か っ
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内 閣総理大 臣 の 式辞 は 力 の こ も っ た も の で あ っ た 。 溢れ
u必 ぬ
る 涙 を 禁 じ 得 な く て ， 頬 を 濡 ら し た 者 は 私 だ け で な か っ た 。
天皇陛下 の お こ と ば は ， 真 に 平和 を 愛 さ れ， 沖 縄 県 民 の 労
苦 を 稿 わ れ た ， ま こ と 王者 の 慈愛 に 満 ち た 御 言 葉 で あ っ た 。
ア グ ニ ュ ー 米 副 大 統領 は 祝辞 の な か て＼ ア メ リ カ 大統領 の
「沖縄施政権返還宣言」 が代 読 き れ ， こ れ は 佐 藤総理 に 手渡
さ れ た が， そ の 時式場 は 拍 手 で満 た さ れ た 。 私 は 副 大統領
の祝辞 カヘ 行政的 な 手硬 さ で語 ら れ， 議 会 の 手続 き や． ア
メ リ カ 国 民 の 一 部 に は 施政権返 還 に 異 を 唱 え る 者 も あ る こ
と ， サ ン フ ラ ン シ ス コ 平和 保約締結 の際， 沖縄の主権 が 日
本 に 属 す こ と が明 ら か で あ っ た の で， 今 日 の 復帰 は 当 然 の
経緯 と 帰結 で あ る こ と を 強調 さ れ た よ う な 印 象 を 抱 い た 。
か な り 長 い 時 聞 の 祝辞 で あ っ た 。
沖縄の 青年代表具志孝助 君， 上江 田 利 枝 き ん， 本土青年
代表内 田 博章君， 塚本陽 子 さ ん に よ っ て ， 決 意 表 明 が る
さ れ た 。 多 少 演 出 的 と も 思 わ れ た が， 内 田 君 は 信 念 の 吐露
に ふ さ わ し く ， 音声 も 堂 々 と し て 頼 も し か っ た 。 佐 藤総理
は ス テ ー ジ か ら 下 り ら れ ， 両 陛下 に 真向 わ れ て ， 最初 に 「 日
本 国 万歳」 を ， 次 い で 「天皇陛下万歳」 を 主唱 さ れ， 参列
者 の H昌平日 が 力 強 く 式場 に ひ び い た 。 両陛下 も そ の 都度 ふ さ
わ し い 挙 手 を な さ っ た 。 1 1時20分過 ぎ， モ リ セ イ 作 曲 「皇
帝 へ の 頒歌」 演奏裡 に 両 陛下 が御退場 な さ り ， そ の あ と ア
メ リ カ 副大統領 の 退場 な と で， 感激 の う ち に 式典 は 終 了 し
守 、h、一。
万 余 の 参列者退場ー に は 長 時 間 を 要 し た 。 私 た ち は 会場 を
出 て 記念 品 を 受 け と っ た 。 沖縄県総図 な ど の 印刷物の ほ か ，
美 し い ケ ー スに 入 れ ら れ た 銅製 の 文鎮 を い た だ い た 。 沖縄
の 象徴 で あ る 守札 の 門 に 波 浪 を 配 し た 図案 で あ る 。 「守札之
邦」 の 4 字 が扇額風 に 掲 げ ら れ て い る 。 私 の 敬愛 す る 沖縄
の 聞 が ら と 人柄 を 表 わ し て お り ， 私 は こ れ を 座右 に 置 い て ，
常 々 か の 邦 の 人 々 の 心 に 触れ た い 。
私 の 席 の 近 く に は 中 山 伊知郎， 城 山 政道先生 の 姿 も 見 え ．
山 高 し げ り さ ん の 席 も 近 か っ た 。 式 後 芸大学長福井直俊先
生 に も お 会 い し た 。 私 ご と き 者 が， ど う し て こ の 式典 に 参
列 す る の 光栄 を 得 た の か ， く わ し く は わ か ら な い 。 い ず れ
に し て も 私 は こ の 光栄 を ひ と と き の 感興 と し て 忘失 し で は
な ら な い と 思 う 。 新生沖縄県 の 前 途 は 険 し い と 言 わ れ て い
る し ， ま さ し く そ の 通 り で あ ろ う 。 私 は 私 が尽 し 得 る 又果
し 得 る 分野分限 に お い て ， 最善 を 捧 げ ね ば な ら ぬ と 思 う 。
私 （j: � 、 ま 手 が け て い る ， ゆ し や み つ る （ 古屋思鶴） の 遺作，
古琉歌24首 の 楽劇風諮詩風作 曲 の 完成 を 急 が ね ば な ら な い 。
そ し て 「沖縄の う た 」 に ま と め て 楽譜 の 出 版 を 期 し た い 。
記 念 式典参列 を 機 に ， さ ら に 決意 を 新 た に し 遁進せ ね ば な
ら ぬ と 思 っ て い る 。
（ 富 山 大学教授 昭和47年 5 月 1 9 日 ）
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E力 子 宮 腰 ｜；条
E力 手 桑 原 道夫
職 員 消 曹 事務補 佐 員 中 村由美子
事務補佐 員 平石 朋 子
教 養 部
〈新 任 者〉 助 教 授 飯 森 米 蔵
事 務 局 議 師 奥 原 子,..,_ 
主 計 課 長 鈴木 孝雄 議 師 吉井 三夫
事務補佐員 清 田 博子 事務補佐 員 吉 田 光 則
事務補佐 員 大橋 明美 事務補佐 員 中 国
幸子
学 生 昔日 附属 図書館
文部事務官 宮越 一 男 文部事務 官 結城 進
事務補佐員 岡 山 士：＆） 事務補佐 員 接ト山 政規
文理学部
議 師 稲積 包昭
経営短期大学部
E力 手 亀 田 速穂
助 手 鈴木 範 男
〈住所変更〉
助 手 水野 透 事 務 局
助 手 東 川 和 夫 庶 務 課 長 伊部 一俊
E力 手 金森 寛
E力 手 笹 山 雄一
文理学部
講 師 鈴木 正昭
E力 手 嶋橋 直 弘 H力 手 森 克徳
助 手 川 田 邦夫 助 手 東 軒 克夫
事務補佐員 渡遁 信雄
教育学部
教育学部 教 授 深井 三店JS
助 教 授 鯛津 見云 議 制j ii主 辺 英二
音器 師 賓 j青｜を 教 論 古 木 寛
講 師 泉野 佐一
経済学部
助 手 原 稔 .!l:IJ 子 竹 川 慎吾
教
諭 西 国 良正
経済学部 B力 手 小 島 fo苅
助 手 竹 川 慎吾
工 学 部
講
師 自 山 盟正
薬 学 部
E力 手 柏 木 寛
教 養 部
文 部 技 官 越 光子 議 師 原 因 良雄
文 部 技 官 森 田 名 i章子
事務補 佐 員 飯 田 w.：子 事務補 佐 員 中 野 礼子
工 学 部
教 授 市村 昭二 附属 図書館
議 師 小島 政明 文部事務官 吉 田 )Ji， 、 τt"コ
助 手 山淵 龍夫
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昭和47年 4 月 ・ 5 月 号 品比ザ・
主 要 日 ゐ志
本 部 1
4 月 l 日 第 1 回 評議会
2 日 昭和47年度 入学者選抜試験合格者 発表
6 日 第 l 回 事務協議会
公務員 宿舎委 員 会
10 日 施設整備 委 員 会
1 1 日 昭和47年度 入学式
緊急部局長 会議
1 2 ～ 14 日 新入学生 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
1 3 ～ 14 日 文部省 人 事事務監査
1 7 日 緊急部 局 長 会議
1 9 臼 第 2 回 評議会
20 日 第 l 回 補導協議会
会計係 長 会議
21 日 第 3 回 評議会
22 日 富 山 大学五福地区敷地造成工事起工式
25 ～ 26 日 東海北陸地 区 国 立学校会計部課長会議
（ 於 名 古屋工業大学）
28 日 中央図書館新築起工式
名 誉教授称号記授与式
5 月 8 ～ 9 日 第 1 8回 東海 北 陸地 区 国 立大学長 会議
（ 於 信州大学）
12 日 全 国学生部長会議 （ 於 東 京 青 山 会 館 ）
13 日 昭和47年 度 第 1 回 日 本学術会議 中 部地方 区会議
16 日 第 2 回 事務協議会
X 線間接撮影
17 日 昭和48年度 入学者選抜試験実施要項 説 明 会
（ 於 京都染織会 館 ）
18 日 学部長会議
第 2 回 補導協議会
計 算 セ ン タ ー運営委 員 会
放射性同位元素総合実験室運営委員 会
北 陸三大学学生競技連盟協議会 （ 於 金沢大学）
19 日 第 4 回 評議会
22 ～ 23 日 昭和47年度 国 立学校等経理部課長会議
（ 於 一橋大学 ）
東海北陸地区国 立大学学生部課長 会議
（ 於 福井大学 ）
26 ～ 27 日 全国学生部次長会議 （ 於 都道府県会館 ）
27 日 学 内 バ レ ー ボ ー ル 大 会
報 第 143号
27 日 第 四 回大学祭 （ 6 月 5 日 ま で）
30 日 大学院委 員 会
認定講 習 委 員 会
31 日 永年勤続者表彰式
第 3 回 事務協議会
｜｜ 文 理 学 部 ｜｜
4 月 1 日 教授会
1 1 日 新 入 学生集会
12 日 新 入学生 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン ， 健康診断
学部補導委 員 会
14 日 理学科教官会議









5 月 1 日 理学科 （ 3 年 次 ） 前学期授業開始
10 日 教授会 （ 次期文理学部長候補者選考 ）
18 日 理学科 （ 4 年次 ） 前学期授業開始
X 線間接機影
1 9 ～ 20 日 第 2 回 13大学 人文系学部長会議
（ 於 島根大 学 ）
24 日 教授会
25 - 26 日 第24 回国立1 7大学理学部長会議 （ 於 鹿児島大学）
28 日 真率会 レ ク リ エ ー シ ョ ン （ 五 箇 山 ）
｜ 教 育 学戸川
4 月 1 日 教授会
教務補導合同委 員 会
5 B 附属小学校第 l 学期始業式
6 日 附属小学校 入学式
附属 中学校第 1 学期始業式
7 日 紀要編集委 員 会
附属 中 学校 入学 式
附属幼 稚園 第 1 学期始業式
10 日 授業開始
附属幼稚園 入 国 式
1 1 日 入学式
1 2 日 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
Fhυ 司Eム
昭和47年 4 月 ・ 5 月 号 学
14 日 紀要編集委 員 会
18 日 紀要編集委員 会




20 日 予算委 員 会
職業補導委員 会
25 日 予算委員 会
5 月 8 日 職業補導委員 会
10 日 教育実習委員 会
12 日 附属小学校教育研究発表会
12～ 1 3 日 昭和47年度 日 本教育大学協会北陸地区評議 員 会
（ 於 富 山 大学教育学部 ）
14 日 附属 中学校春 の 遠 足





18 日 補導委員 会
附属 幼稚園春 の 遠 足
18 ～ 27 日 附属 中 学校教育実習
22 日 予算委員 会
23 日 教務補導合同委員 会
24 日 附属 小学校春 の 遠 足
24～ 26 日 X 線間接撮影 （ 附 中， 附幼， 附小）
26 日 富 山 市 中 学校春季総合競技大 会
31 日 北 陸地区事務長会議 （ 於 富 山大学教育学部 ）
昭和47年度 全 国 国立大学教員 養成学部事務長 会
議運営委員 会 （ 於 県職員 会 館 ）
同点字削
4 月 1 日 第 1 回 教授会
第 l 回 教務委員 会
6 日 第 2 回 教授会 （ 持 ち 廻 り ）
7 日 第 l 回 人事教授会
10 日 第 2 回 教務委 員 会
12 日 第 3 回 教授会
13 日 第 4 回 教授会 （ 持 ち 廻 り ）
15 日 第 5 回 教授会
18 日 第 l 回学部職業補導委 員 会
24 日 第 3 回教務委 員 会
25 日 第 6 回 教授会
26 日 昭和46年度卒業生62名 卒 業
報 第 143号
5 月 4 日 第 l 回学部補導委員 会
10 日 第 7 回 教授会
第 2 回 人事教授会
第 4 回 教務委 員 会
昭和46年度卒業生87 名卒業
15 日 昭 和47年度前学期授業開始
第 2 回 学部補導委 員 会
17 日 第 8 回 教授会
19 日 X 線間接撮影
22 日 第 3 回 人 事教授会
第 2 回学部職業補導委員 会
23 日 第 9 回 教授会 （ 持 ち 廻 り ）
l 薬 学 部l
4 月 1 日 教授会
1 1 日 入学式
12 日 学部 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
教授会
17 日 前 期授業開始
19 日 教務委員 会
24 日 教 務委 員 会
26 日 教授会
28 日 第 2 回 事務改善委 員 会 第一部会
5 月 4 日 教授会
学部補導委員 会
1 1 ～ 12 日 全国， 国 ・ 公 ・ 私立薬学部長会議
（ 於 千葉大学 ）
13 日 昭和47 年 度 第 1 回 日 本学術会議地区会議
16 日 和 漢薬研究施設運営委員 会
X 線間接撮影
17 日 学部 ア イ ソ ト プ委員 会
18 日 共 同 利 用 研究施設装置管理運営 委 員 会
動物委員 会
22 日 予算委員 会
23 臼 教務委員 会
24 日 教授会
26 日 事務改善第一部会
30 日 和 漢薬研究施設運営委員会
工 学 部 1
4 月 l 日 一般教授会
専任教授会
12 日 一般教授 会
研究科委 員 会
《hu唱EA
昭和47年 4 月 ・ 5 月 号 品... 寸一
4 月 18 日 学部学生 （ 補導 ） 教 務 fr 同 委 員 会








29 日 学部学生 （ 補 導 ） 委 員 会
II 劃 町民μ
4 月 4 日 事務改善委 員 会第二部会
10 日 教務， 補導 合 同 委員 会
教授会
1 1 日 補導委員 会
教務委 員 会
13 日 教養部 オ リ エ ン テ ー ン ヨ ン
1 4 日 教授会
1 7 日 教授会
1 9 日 教授会
24 - 27 日 各学科系列別懇 談 会
25 日 事務改善委員 会 第二部会
26 日 教授の み の 教授会
教伎会
5 月 8 日 補導委 員 会
9 日 事務改善委 員 会 第二郎会
10 日 学生大会 ス ト 解除
教授会
1 1 日 47年度授業開始
13 日 補導委員 会
17 日 教授会
17 ～ 1 9 日 昭和47年度 全 国 国 立大学教養 （ 学 ） 部長会議，
事務協議会 （ 1i'守 岡 山 大 f手 ）
23 日 教務委 員 会
24 日 教授会
II 附 属 図 書 館 ｜
4 月 14 日 事務打合せ会
28 日 中 央図書館新築起工式
5 月 9 ～ 10 日 第22 回 北 信 地 区 悶 立大学図書館協議会 （ 於
新潟大学 ）
1 1 日 事務打 合せ会
19 日 X 線間接撮影
報 第143号
22 日 一事務打合せ 会
30 日 事務打合せ 会
編 集 富 山 大 学 庶 務 部 庶 務 課
富 山 市 五福 3 1 9 0 
印 刷 所 株式会社 巧 す ノ＼己
富 山 市新桜町 2 - 22 
電話＠ 1 9 7 7 （代 〉
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